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議案第２３号 

 

   おいらせ町消防団条例及びおいらせ町特別職の職員で非常勤のも

のの報酬及び費用弁償額に関する条例の一部を改正する条例につ

いて 

 

 おいらせ町消防団条例（平成１８年おいらせ町条例第１５２号）及びお

いらせ町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償額に関する条

例（平成１８年おいらせ町条例第３８号）の一部を改正する条例を別紙の

とおり定める。 

 

 

  令和 ４ 年 ３ 月 ８ 日 提出 

 

                おいらせ町長 成 田   隆   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 消防団員の処遇改善を目的とした、出動報酬の創設及び年額報酬の見直

しに伴い所要の改正を行うため提案するものである。 
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   おいらせ町消防団条例及びおいらせ町特別職の職員で非常勤のも

のの報酬及び費用弁償額に関する条例の一部を改正する条例 

 （おいらせ町消防団条例の一部改正） 

第１条 おいらせ町消防団条例（平成１８年おいらせ町条例第１５２号）

の一部を次のように改正する。 

  第１０条中「水火災その他の災害」を「災害（水火災又は地震等の災

害をいう。以下同じ。）」に改める。 

  第１４条を次のように改める。 

  （報酬） 

 第１４条 団員の報酬は、年額報酬及び出動報酬とする。 

２ 団員には、おいらせ町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償額に関する条例（平成１８年おいらせ町条例第３８号。以下「特

別職非常勤報酬条例」という。）に定めるところにより年額報酬を支

給する。 

３ 新たに年額報酬を受けるものとなった団員には、その職に就いた月

から計算して支給する。ただし、懲戒処分を受けて退職した者には、

その年の年額報酬は支給しない。 

４ 団員が災害、警戒、訓練等の職務に従事する場合においては、特別

職非常勤報酬条例に定めるところにより出動報酬を支給する。 

  第１５条を次のように改める。 

  （費用弁償） 

 第１５条 団員が災害、警戒、訓練等の職務に従事する場合においては、

費用弁償を支給するものとし、その額は、特別職非常勤報酬条例の例

による。 

 ２ 前項の場合を除き団員が公務のため旅行した場合、特別職非常勤報

酬条例に定めるところにより費用弁償を支給する。 

 ３ 費用弁償の支給方法については、特別職非常勤報酬条例の例による。 

  別表（第１５条関係）を削る。 
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 （おいらせ町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償額に関す

る条例の一部改正） 

第２条 おいらせ町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償額

に関する条例（平成１８年おいらせ町条例第３８号）の一部を次のよう

に改正する。 

  第１条第１項中「別表第１及び別表第２」を「別表第１、別表第２及

び別表第３」に改める。 

  第３条を第４条とし、第２条を第３条とし、第１条の次に次の１条を

加える。 

  （消防団員の出動報酬） 

 第２条 消防団員が災害、警戒、訓練等によって出動した時は、出動報

酬として別表第３に定めるところにより支給する。 

  別表第１中「（第１条、第２条関係）」を「（第１条、第３条関係）」

に改める。 

  別表第２中「（第１条、第２条関係）」を「（第１条、第３条関係）」

に改め、消防団長の項中「５１，０００円」を「５６，５００円」に、

消防団副団長の項中「３６，０００円」を「４０，０００円」に、消防

団分団長の項中「２２，５００円」を「２５，０００円」に、消防団本

団付分団長の項中「２２，５００円」を「２５，０００円」に改め、消

防団団付部長の項を削り、消防団副分団長の項中「２０，５００円」を

「２３，０００円」に、消防団部長の項中「１８，５００円」を「２０，

５００円」に、消防団班長の項中「１４，５００円」を「１６，０００

円」に、消防団員の項中「１３，５００円」を「１５，０００円」に改

める。 

  別表第２（第１条、第３条関係）の次に次の１表を加える。 

 別表第３（第１条、第２条関係） 

区分 支給単位 金額 

災害出動 ４時間未満 ２，０００円 
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４時間以上７時間４５分未満 ４，０００円 

７時間４５分以上 ８，０００円 

警戒出動 １日 ２，０００円 

訓練出動 １日 ２，０００円 

その他出動 １日 ２，０００円 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和４年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の日前に支給すべき事由の生じた報酬及び費用弁償

については、なお従前の例による。 

  


